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２年度の決算の概要をお知らせします。決算は、
皆さんが納めた税金や、国・県からの補助金などが、
まちづくりにどのように使われたのかをまとめたも
のです。
問財政課（☎６５・２１６６）

西尾市の決算令和２年度

健全化判断比率（４指標）
指 標 名 比 率 市の早期健全化基準
実質赤字比率 － 11．5３％

連結実質赤字比率 － 16．5３％
実質公債費比率 １．６％ 25．0％
将来負担比率 － 350．0％

公営企業会計資金不足比率
指 標 名 比 率 経営健全化基準

病院事業 － 20．0％
水道事業 － 20．0％

下水道事業 － 20．0％
渡船事業 － 20．0％

◦実質赤字比率…一般会計などの赤字額の割合を示す指標
◦連結実質赤字比率…全ての会計の赤字額の割合を示す指標
◦実質公債費比率…一般会計などが負担する借入金の返済額
などの割合を示す指標

◦将来負担比率…一般会計などが将来負担すべき借入金など
の残高の割合を示す指標

◦資金不足比率…公営企業会計の資金不足額（赤字額）の割合
を示す指標

健全化判断比率・資金不足比率

西尾市の財政は健全？Q
健全です。財政状況や経営状
態を表す「健全化判断比率」Ａ

「公営企業会計資金不足比率」では、
全ての指標が健全化への取り組み
が必要な基準（早期健全化基準、経
営健全化基準）を下回っています。

８０３億
１,９８０万円

使用料・手数料
６億７,１７６万円
（０.８％）

繰越金
３０億９,２７８万円
（３.９％）

諸収入
２４億２,７９５万円
（３.０％）

寄附金
７億８,４２５万円
（１.０％）

５億２３４万円
（０.６％）

その他（分担金・負担金、
財産収入、繰入金）

市税の内訳
１５９億１,０９９万円固定資産税

１１６億１,０４２万円個人市民税

１７億５,１９２万円都市計画税

１１億１,６６５万円法人市民税

９億８,５２５万円市たばこ税

５億３,１１６万円軽自動車税・
入湯税・鉱産税

ったお金（一般会計歳入）入

地方消費税交付金
３７億１,５７７万円
（４.６％）

県支出金
４５億４,０６４万円
（５.７％）

市債
３２億９,２２０万円
（４.１％）

地方交付税
１８億３,０７７万円
（２.３％）

１５億６,７３７万円
（１.９％）

その他（地方譲与税など）

依存財源
５１％

依存財源
５１％

自主財源
４９％

自主財源
４９％国庫支出金

２５９億８,７５８万円
（３２.４％）

国庫支出金
２５９億８,７５８万円

（３２.４％）

国庫支出金
２５９億８,７５８万円

（３２.４％）

国庫支出金
２５９億８,７５８万円

（３２.４％）

市税
３１９億６３９万円

（３９.７％）

市税
３１９億６３９万円

（３９.７％）

市税
３１９億６３９万円

（３９.７％）

市税
３１９億６３９万円

（３９.７％）

国庫支出金が増
えたのはなぜ？Q
国庫支出金は、
前年度（６１億２,４Ａ

２５万円）から約３２４％
増えています。これ
は、主に特別定額給
付金給付事業費補助
金によるものです。
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特別会計・企業会計の決算
特別会計
国民健康保険や介護保険など、一般会計とは別に独立した経費
管理が行われる会計

会 計 名 歳 入 歳 出 一般会計から
の繰入額

国民健康保険 １5０億９,０３８万円 １４５億７,４４４万円 10億１,８３４万円
介護保険 １２２億４,３１８万円 1１４億９,００６万円 17億９,４６９万円

後期高齢者医療 2２億８,９６６万円 2２億７,８７０万円 ３億３,０７８万円
佐久島診療所事業  　4,８９５万円 3,８９７万円 １,２００万円

企業会計
地方公営企業法の適用を受け、市が経営する公営企業の会計

会 計 名 歳 入
（収益的収入）

歳 出
（収益的支出）

一般会計から
の繰入額

病院事業 ８５億２,５９４万円 ８８億３,３３８万円 １９億２,５４９万円
水道事業 35億４,８２４万円 29億８,８５０万円 ３億５,４９１万円

下水道事業 ３９億５,６７７万円 ３８億７,９７４万円 ２０億３,０７７万円
渡船事業 １億４,６３４万円１億７,１９０万円 ５８万円

２年度末時点で財政調整基金（約６8億）など１2基金を設置

市債・積立金残高

３０ 元 ２ （年度末）

（億円） ３０８億 ３０２億 ３０５億
300

200

市債残高の推移

２ （年度末）

（億円）

元３０

８１億

９１億 ９５億

70

80

90

積立金残高の推移

年 度 単 年 度
（３か年平均）

３０年度 ０．９72（０．９76）
元年度 ０．９96（０．９83）
２年度 ０．９８３（０．９8４）

財政力指数とは、標準的
な行政サービスを行うため
に必要な財源を、どれだけ
自力で調達できるかを示す
指標。１を超えていれば財
源に余裕があるといえます。

財政力指数

財政力指数の平均は？Q
元年度（２年度は未発表）の県内市町村平均は０.９６。
西尾市は県内では平均的な水準であるといえます。Ａ

※総務費は特別定額給付金給付事業のため、例年と比べ
て金額が大きくなっています。

使 っ た 金 額 の 内 訳 金 額
一般事務や税の徴収など（総務費） １３万6,5９８円
福祉や子育て支援など（民生費） １２万１,５８８円
学校教育や社会教育など（教育費） ６万１,７１５円
健康づくりやごみ処理など（衛生費） ４万１,９１７円
道路整備やまちづくりなど（土木費） ３万３,９０４円
市の借金を返す費用（公債費） １万８,８３２円
消防や救急活動など（消防費） １万１,００９円
商工業や観光の振興など（商工費） ９,９３３円
農林水産業の振興など（農林水産業費） ９,５６８円
市議会の運営など（議会費・労働費） ２,９７３円

貯金（積立金） 借金（市債） 使った金額

５万５,５８４円５万５,５８４円５万５,５８４円５万５,５８４円 ４４万８,０３７円４４万８,０３７円４４万８,０３７円４４万８,０３７円１７万８,２６６円１７万８,２６６円１７万８,２６６円１７万８,２６６円

市民１人当たりに置き換えると…
（３年３月３１日現在の人口１７万１,１７３人で計算）

ったお金（一般会計歳出）使

農林水産業費
１６億３,７７６万円
（２.１％）

公債費
３２億２,３５７万円
（４.２％）

消防費
１８億８,４４４万円
（２.５％）

商工費
１７億２８万円
（２.２％）

議会費・労働費
５億８９４万円
（０.７％）

７６６億
９,１９０万円

総務費
２３３億８,１７７万円
（３０.５％）

総務費
２３３億８,１７７万円
（３０.５％）

衛生費
７１億７,５１１万円
（９.３％）

衛生費
７１億７,５１１万円
（９.３％）

民生費
２０８億１,２５８万円
（２７.１％）

民生費
２０８億１,２５８万円
（２７.１％）

教育費
１０５億６,３９６万円
（１３.８％）

教育費
１０５億６,３９６万円
（１３.８％）

土木費
５８億３４９万円

（７.６％）

土木費
５８億３４９万円

（７.６％）

力を入れた事業は？Q
特別定額給付金給付事業や新
型コロナウイルス感染症対策Ａ

協力金支給事業などの新型コロナ
ウイルス感染症対策、一色・吉良
・幡豆学校給食センターの機能を
統合した「西尾市学校給食センタ
ー」の建設など、さまざまな事業
を実施しました。

学校給食センター建設事業（１１億７,６９１
万円）。センターは今年９月から稼働中


